
 

 

 

第 37回ミニ相談会を実施します。今回は、いわき市平窪にある平浄水場の見学会を行います。

いわき市の水道水がどのような環境で作られ、管理されているのか、実際に見てみませんか？ 

また、東日本大震災後、重要なライフラインのひとつである水道を守るためにどのような対応をし

てきたのか、お聞かせいただく予定です。この機会に、水の大切さについて考えてみませんか？ 

お問い合わせの上、初めての方もお気軽にご参加ください。参加の際には事前のご予約が必要となり

ますので、当センターまでお問い合わせください。 

 

～第37回ミニ相談会テーマ～ 

      

       

       

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み下

さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ

ご覧下さい。 

【日 時】    平成27年8月28日（金）      10:00～12：00 

【場 所】    いわき市 平浄水場 

〒970-8003 いわき市平下平窪字寺前53                        

※各自で平浄水場までお越し下さい。 

※平浄水場駐車スペースをご利用いただけます。 

※施設の都合上、車の入場時間は9：45～10：00 とさせていただきます 

【 】      いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．浄水場の方のお話  10:00～10：40 

2. 浄水場見学             10：40～11：10 

3. 水質管理センターの方のお話  11：10～11：40 

4. 水質管理センター見学      11：40～12：00 

【対象者】     いわき市内在住の方 

【定  員】    20名（※事前の予約が必要となります。） 
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【日 時】 平成 27 年 8 月 28 日（金） 10：00～12：00 

【場 所】 いわき市 平浄水場 住所：いわき市平下平窪字寺前 53 

【参加人数】14 名（男性 8名 女性 6名） 

 

今回のミニ相談会では、いわき市の水道水がどのような環境で作られ、管理されているのか、実

際に見学しに伺いました。また、東日本大震災後、重要なライフラインのひとつである水道を守

るためにどのような対応をし、現在に至ったかなどの経緯を伺いました。 

 

＜第 37 回ミニ相談会テーマ＞ 

 

 

 

 

【1】浄水場見学 

【2】浄水場の方のお話  

いわき市水道局 北部浄水場管理室 技査 嵐正人氏 

【3】水質管理センターの方のお話  

いわき市水道局 浄水課 水質管理センター 技査 竹内順子氏 

【4】水質管理センター見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈浄水場見学風景〉 

１．浄水場見学   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈浄水場見学風景〉 



 

 

 

 

～浄水場管理室 嵐氏のお話～ 

 

〈平浄水場で作られる水道水について〉 

平浄水場では一日に 3 万 6 千トンの水を作って皆さまの家庭に配っています。平浄水場で作ら

れた水は、いわき市北部地区を中心に配られております。平中心部の他に、北部は四倉・久之浜・

末続まで、東部は郷ケ丘・豊間・薄磯・江名の手前まで、小川地区・赤井地区・好間地区の一部

まで平浄水場の水が配られております。 

平浄水場では、夏井川に原水を求め、夏井川から水を浄水場に取り入れます。その川の水を浄

水処理し水道水を作っております。小川から四倉まで流れている小川江筋の農業用水路から取水

口を通して水を取る方法と、夏井川の川岸に設置されている下平窪取水場から夏井川の水を取り

入れ、浄水ポンプを使用し浄水場へ水を引き入れる方法の二通りの方法で水を引き入れておりま

す。メインに使っている水は小川江筋を使っております。下平窪から取り入れた水は浄水ポンプ

を使わなければ浄水場へと運び入れる事が出来ないため、電気代がかかるので、最小限にしてお

ります。また、どちらか一方で、機械トラブルや油が流れ出した等といったトラブルが発生して

も回避できるよう、片方で水を送り続けることができるようにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈冊子（いわき市水道局 いわきの浄水施設）より抜粋〉 

 



 

 

 

 

〈東日本大震災時の対応について〉 

東日本大震災では、市内各所の浄水場・配水池・排

水管など多くの水道施設が被害を受けました。いわき

市のほぼ全域にあたる約 13 万戸が断水になりました。

平浄水場では、敷地内の地盤沈下・場内配管の漏水・

汚泥を処理する脱水機などが損傷の被害をうけまし

た。更に、平浄水場と平配水池をつなぐ 700 ミリの水

道管（送水管路）では漏水 8カ所と送水管路磁器の崩

落の被害がありました。また、市内の他の浄水場でも

導水管（川から浄水場に水をもってくる管）にも損傷があり、 

付帯する空気弁からの漏水が相次ぎました。導水路そのものへの落石によって、取水に川の水を

取り入れること自体に支障が出た浄水場もありました。 

また、4月 11 日の余震の際には市内各所で停電が発生し、非常用自家発電装置を備えていない

浄水場は、電源が喪失し、水処理が停止しました。平浄水場では電源の喪失は約一時間で済みま

したが、その他の浄水場では最長で 18時間の停電があった浄水場もあります。また、余震による

排水管の漏水が再び発生し、4 月 11 日までに約 97％まで回復していた水道管の通水率が約 23％

まで落ち込みました。 

このような状況のなか、全国の水道事業体や自衛隊の方、ボランティアの方々による応援をい

ただき、最大余震の 4月 11 日から 10 日後の 4月 21 日までにほぼ市内の水道が復旧した経過とな

っております。地震の揺れの影響として、水道管と水道管を繋ぐ継手部分の離脱、破損、管の本

体への亀裂が確認されました。また、水道管の中に混じった空気を排出する空気弁から水が溢れ

てしまう事例も多発しました。水を通すと漏水してくるので、一端、いわき市内の全ての水道管

の水を止める状況でした。地震発生から断水の復旧まで 1 ヶ月以上かかった地域もありました。

水を通して漏水しているかを確認しながらの手順で作業でしたので、復旧に時間がかかりました。 

また、震災に伴う事故によりまして、福島第一原子力発電所から放出された放射性物質はいわ

き市にも被害を及ぼし、平成 23年 3月 16 日から 4月 3日までの 19 日間水道水から放射性物質が

検出される事態となりました。この期間に水道水から検出された放射性物質の最大値は、平成 23

年 3月 24 日の放射性ヨウ素が 215 ㏃/㎏、平成 23年 3月 18 日の放射性セシウムが 16.3 ㏃/kg と

なっておりました。当初は、国が主体となり、福島県の飲料水のモニタリング検査などを実施し

ておりましたが、平成 23年 10 月 24 日からは、いわき市水道局が主体となりまして、福島県から

貸与を受けましたゲルマニウム半導体検出器の他、水道局で購入したゲルマニウム半導体検出器

を追加し現在は 2台体制でいわき市内の水を検査している状況です。 

尚、平成 23 年 4 月 4 日以降、放射性ヨウ素・放射性セシウム共に検出限界値未満になり現在に

至っております。震災後、放射性物質の測定は水道水が中心だったことから、浄水発生土の測定

は平成 23年 6月に入ってから実施されることになりました。測定の結果、放射性ヨウ素は検出さ

れませんでしたが、汚泥から放射性セシウムが検出されました。原発事故が発生するまでは、浄

水発生土の一部を中間処理し、道路の材料などに使用したりしていましたが、放射性物質が検出

〈嵐 正人氏〉 



 

 

 

 

されたことにより現在は埋め立て処分をしています。埋め立て処分に際し、国が処分可能として

いる 8000 ㏃/kg 未満でしたら埋め立て可能としているのですが、現実は、8000 ㏃/kg 未満でも周

辺住民の理解を得ることが厳しい状況です。今現在は、2000 ㏃/kg 以上 8000 ㏃/kg 未満の汚泥は

各浄水場に大型の土嚢で保管をせざる負えない状況です。市内 3 カ所の浄水場に放射性汚泥が仮

置きされており、平浄水場では 364 袋、泉浄水場に 146 袋、山玉浄水場に 132 袋仮置きされてい

ます。 

仮置きされた大型土嚢に囲まれた空間の線量はピーク時で 2.2 ㍃シーベルト/h ありましたが、

今現在は 0.8 ㍃シーベルト/h です。土嚢に囲まれた部分ではそれ位の数値が出ますが、3ｍほど

離れた所で測定しますと 0.1 ㍃シーベルト/h位の線量です。集結した中に入らなければ、さほど

高い線量にはなっておりません。昨年から、保管している土嚢の放射能濃度を再度測り直しする

作業を行っております。中には、2000 ㏃/kg を下回っている土嚢もありますので、順次処分をし

ている状況です。 

 

～水質管理センター 竹内氏のお話～ 

 

水質管理センターでは、8名体制でいわき市内全域の水

道水（川の水・地下水含む）の検査をしております。検査

は、定期検査と臨時検査を行っております。定期検査では

毎月 38 カ所で採水をし、検査をしております。38カ所か

ら採取している水の内訳は、水道水の元になる川の水（原

水）、各浄水場で作られた水（配水）、浄水場から配水して

る水（給水）となっております。 

検査の水道法に基づき、検査が義務づけられている水質

基準目標 51 項目、水質管理目標 21項目、いわき市独自で 

行う検査項目 13 項目があり、毎月行う項目、3ヶ月に一回 

行う項目を振り分けし、検査をしております。また、年度初めの毎年 4 月に水質管理計画を作っ

てホームページに公表しております。 

臨時検査では、お客様からの相談（異物・臭気・赤水）、水質事故検査、漏水検査、竣工検査（新

設配管・ポンプ場等の共用開始に伴う検査）などを行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈竹内 順子氏〉 

〈水質管理センター見学風景〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

Q.水質検査の測定場所は決まっているのですか？ 

A.毎日 48カ所の場所で、残留塩素がどの位含まれているか測っております。出来るだけ公共施

設の蛇口から水を採水し、匂いがしないか、変色していないかを確認しております。 

 

 Q.夜の 21 時頃になると塩素臭が強くなっている気がするのですが、そのようなことはあるので

すか？ 

A.21 時前後ですと周辺の方々が水を沢山使うにつれ、水道管の水が入れ替わるので、より新鮮

な状態になり、塩素が一時的に上がることはあるかと思います。塩素は時間が経つにつれ下がっ

ていくのですが、新しい水が入ってきますと使われていない時間帯よりも使っている時間帯の方

が、匂いに敏感な方だと強く感じるかもしれません。 

それから、朝起き掛けの敏感になっている時に水の匂いを嗅ぐと塩素臭いという方もおられます。

お風呂場の中で水道水を沸かしたお湯の中に入りますと、塩素の匂いが強く感じる方もおられま

す。塩素の感じ方は、時間帯や、体調にもよるかと思います。 

 

Q.匂いを取る時に使用する活性炭はどのような時に使われるのですか？ 

A.川の水に匂いがついてしまった時、活性炭を入れる場合があります。平浄水場では、年間 2

～5 回程入れる時があります。夏井川から引いている水から漂うカビの臭いはさほど無いのです

が、大雨が降って濁度が上がり、それとともに泥臭がきたときに通常の処理では匂いが取れない

ので、活性炭を入れ処理をしております。水には活性炭の黒い色はつきませんが、匂いは取れま

す。いわき市内の浄水場ですと、山玉浄水場では四時ダムの溜まった水を使用しているため、特

に夏場はカビの臭いの発生が多いので、活性炭を使わない日が少ない位の頻度で処理をしていま

す。その他の浄水場では泥臭やカビ臭が出た際に緊急的に入れる設備は整っております。 

 

Q.水道水は採取後、何日位飲めますか。 

A.安心してお飲みいただけるのは 1 日～2 日です。飲めなくはないですが、塩素が薄れていく

ので、緊急時以外はお飲みにならないほうがよいかと思います。 

 

Q.断水時に一か所の公園だけは水が出るということは配管が違うのでしょうか。 

A.配管が違うという点に関しては、メインの水道管があり、そこから枝分かれしている水道管

があって各家庭に水が配られるので、水道管の配り具合によって、水が出る場所と出ない場所が

あります。 
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Q.水道管の素材を教えて下さい。 

A.水道管の太い管には、ダクタイル鋳鉄管を使用し、細い管には HIビニール管を使っています。

ダクタイル鋳鉄管の中は汚れがつきにくいように作られておりまして、継手も丈夫で抜けづらく

なっています。HIビニール管は、より衝撃に強い、抜けにくいビニール管となっております。 

 

Q.水道管の洗浄だけで、ろ過用の砂・砂利の交換はされていないのですか。 

A.だいたい 20年間ほどは砂・砂利の入れ替えはしておりません。2日に一度、逆洗浄で上から

の水を止め下からの水を上げてフィルターの洗浄をしております。フィルターを 15 分位かけて洗

い流し、再度、上から水を入れて処理を再開する作業を平浄水場 32 溝の池で職員が交代で行って

おります。20年交換しなくとも、なんら支障はございません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 38 回ミニ相談会 9月 30 日（水）10：00 

小名浜学校給食共同調理場で実施致します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 


